
市政情報やまちのわだいをfacebookで
発信しています。

江田島市公式facebook
検索 ↑江田島市フェイスブック

広島県庁で、令和7年度援護事業功労者厚生労働大臣表彰伝達式
が執り行われ、御堂岡勝敏さんが表彰されました。この表彰は、

多年にわたり戦没者遺族等の援護事業に携わり、功績が顕著な方に
対し、その功績を称えるとともに、その労苦に報いるため厚生労働
省が行うものです。
　伝達式には、広島県遺族会会長や関係者が出席し、御堂岡さんの
これまでの歩みや功績を称賛する言葉が寄せられました。

令和７年度援護事業功労者厚生労働大臣表彰伝達式
長年にわたる戦没者遺族に対する援護に貢献

江田島図書館と保健医療課が食育体験事業の取り組みとして、絵
本「ぐりとぐら」と「クッキーしろくま」に登場するおやつ作

りを行いました。
　参加した13組の親子は、絵本の読み聞かせの後に、絵本と同じよ
うに、フライパンでカステラを焼いたり、クッキーにチョコペンで
デコレーションしたりと楽しみました。
　調理室には甘い香りが広がり、まるで絵本の世界にいるかのよう
な楽しいひとときとなりました。

絵本に出てくるおやつを作ってみよう！
おいしくな～れ！おいしくな～れ！２

21 ㈯

広告

江田島市交通安全協会能美支部長の鎌田哲彰さんが、交通栄誉章
「緑十字銀章」を受賞されました。

　２月16日に江田島警察署で表彰伝達式が行われ、松原江田島警察
署長から賞状が手渡されました。また、奥様の素子さんへ登地江田
島市交通安全協会副会長から感謝状が手渡されました。
　交通栄誉章「緑十字銀章」は、多年にわたり交通安全活動に尽力し、
卓越した功績のあった交通安全功労者に贈られます。

交通栄誉章「緑十字銀章」を受賞
市交通安全協会　鎌田哲彰さん

▲表彰された御堂岡さん（前列中央）

広島大学のボランティア「ひがしひろしまフリーコーヒー」の学
生３名が大柿高校前交差点広場で自由珈琲（無料カフェ）を開

催しました。
　『柿高Fly（大柿高校市民サポーター）』の呼びかけで、大柿高校3
年生は午前11時から、1・2年生は昼休みに参加しました。広大生に
習って一杯ずつハンドドリップしたホットコーヒーに、市民からは

「ありがとう！おいしい！」と喜びの声が続きました。
　2時間半で約100杯が提供され、街角はよい香りに包まれました。
みかん坊やとえたぼうがこども園の園児達とふれあう場面や、技能
実習生の参加もあり、冬晴れの街に交流の笑顔が広がりました。

広大生と柿高生がコーヒー提供
大柿高×ひがしひろしまフリーコーヒー×柿高 Fly２

13 ㈮

本市と中電工業株式会社との間で災害時
における無人航空機（ドローン）を活

用した協力に関する協定を締結しました。
　本協定は、平時・災害時に無人航空機（ド
ローン）を活用し、防災訓練や発災直後の被
災箇所の空撮や生活必需品等の救援物資を空
輸するなど、迅速な対応が可能になります。

災害時における無人航空機 (ドローン )を活用した
協力に関する協定締結

２
25 ㈬

世界的なシェフ ㈱エテ庄司夏子シェフ監修のリベラグループ㈱
製のオリーブオイルとオリーブポークを使用したクリームシ

チューが大柿中学校に贈呈されました。
　贈呈式ではリベラグループ㈱濱田農業事業本部長から大柿中学校
生徒にオリーブオイルが贈呈され、併せて特別授業が行われました。
贈呈されたオリーブオイルは、給食や大柿中学校の調理実習等で使
用されます。
　㈱エテは、庄司シェフの「収益は地元に還元したい」との思いから、
昨年の大古小学校での贈呈に続き２年連続で実施されました。

㈱エテが大柿中にオリーブオイルを贈呈
有名シェフ監修のエクストラバージンオリーブオイル２

20 ㈮

広告

広報えたじま　令和８年４月 広報えたじま　令和８年４月 16161717
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　facebookで情報を発信しています　　　　　　　　　　　　　　　　　江田島市地域おこし協力隊

シリーズ連載　その118

　「つむぐ通信」では、地域おこし協力隊員が、月替わりで活動内容やイベントなどのお知らせ、地域おこしに関
する企画や提案を紹介していきます。

【江田島市地域おこし協力隊】
国際交流支援員　　　　　 大方　芳恵
観光事業総合プランナー    山田　京子
オリーブブランドクリエーター      鉄増　千夏
里海コーディネーター　  向井　綾香

今月は

鉄増 千夏 さん

　
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
オ
リ
ー

ブ
ブ
ラ
ン
ド
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
鉄て
つ
ま
す増
千ち
な
つ夏
で

す
。

　
２
０
２
５
年
度
、
江
田
島
市
の
オ
リ
ー
ブ

は
「
収
穫
し
て
も
し
て
も
終
わ
ら
な
い
！
」

と
い
う
嬉
し
い
悲
鳴
が
上
が
る
ほ
ど
の
豊
作

に
恵
ま
れ
、
過
去
最
高
と
な
る
約
17
・
５
ト

ン
の
収
穫
量
を
記
録
し
ま
し
た
。
栽
培
者
の

皆
様
、
加
工
に
携
わ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。
江
田
島
市
自
慢
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
ぜ
ひ
大
切
な
方

へ
の
手
土
産
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

【
２
０
２
５
年
の
振
り
返
り
】

出
会
い
と
学
び
の
1
年

　
着
任
1
年
目
の
昨
年
は
、
オ
リ
ー
ブ
振
興

室
で
の
業
務
や
知
識
を
深
め
る
活
動
を
通

じ
、
多
く
の
栽
培
者
さ
ん
や
地
元
の
皆
様
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
話
し
す
る

中
で
、
収
穫
作
業
の
大
変
さ
や
剪
定
枝
の
処

分
に
関
す
る
お
悩
み
な
ど
、
現
場
の
リ
ア
ル

な
声
を
伺
え
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
で
す
。

【
２
０
２
６
年
の
挑
戦
①
】

持
続
可
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
制
づ
く
り

　
こ
れ
ま
で
も
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
助

け
ら
れ
て
き
た
収
穫
作
業
。
２
０
２
６
年
は

さ
ら
に
一
歩
進
み
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
「
持
続
的
に
参
加
で
き
る
収
穫
体
制
」

を
模
索
し
ま
す
。

　
参
加
費
徴
収
型
モ
デ
ル
の
検
討
な
ど
、
一

人
の
栽
培
者
と
し
て
の
視
点
も
活
か
し
な
が

ら
、
皆
様
と
新
し
い
形
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
収
穫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
オ
リ
ー

ブ
振
興
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！ 

【
２
０
２
６
年
の
挑
戦
②
】

江
田
島
市
を
飛
び
出
し
魅
力
を
さ
ら
に
広
く
！

　
昨
年
度
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
テ
レ
ビ
の
お
天

気
コ
ー
ナ
ー
で
の
発
信
、
石
鹸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
通
じ
て
、
江
田
島
オ
リ
ー
ブ
の
魅

力
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
石
鹸
が
固
ま
る
ま
で
の
間
に
行
っ

た
オ
リ
ー
ブ
の
お
話
も
大
変
盛
り
上
が
り
、

参
加
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
２
０
２
６
年
は
そ
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
、
広
島
市
内
な
ど
市
外
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も

本
格
化
さ
せ
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ご

依
頼
も
増
え
て
お
り
、よ
り
多
く
の
方
に
、「
江

田
島
オ
リ
ー
ブ
」
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

【
２
０
２
６
年
の
挑
戦
③
】

「
江
田
島
市
な
ら
で
は
」
の
新
商
品
開
発

　
今
年
度
か
ら
本
格
始
動
す
る
の
が
「
新
商

品
開
発
」
で
す
。
小
豆
島
や
高
松
で
の
事
例

を
参
考
に
、「
今
の
江
田
島
市
に
本
当
に
必

要
な
も
の
は
何
か
」
を
考
え
、
地
域
の
皆
様

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
開
発
・
提
案
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
オ
リ
ー
ブ
の
葉

や
完
熟
果
実
の
活
用
か
ら
着
手
す
る
予
定
で

す
。
島
内
で
飲
食
店
や
販
売
を
さ
れ
て
い
る

皆
様
、
ぜ
ひ
一
緒
に
新
し
い
名
産
品
作
り
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
？

　
２
０
２
６
年
度
は
「
オ
リ
ー
ブ
振
興
・
収

穫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
商

品
開
発
」
の
4
つ
の
活
動
を
柱
に
、
心
を
込

め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
江
田
島
市
は
、
美
し
い
自
然
と
温
か
な
人

た
ち
に
彩
ら
れ
た
、
本
当
に
素
敵
な
島
だ
と

日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
島
に
眠
る
魅
力

を
再
発
見
し
、
大
切
な
宝
物
を
次
世
代
へ
と

繋
い
で
い
け
る
よ
う
、
皆
様
と
手
を
取
り
合
っ

て
、
一
歩
ず
つ
丁
寧
に
進
ん
で
い
け
た
ら
幸

せ
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
2
年
目
も
、
ど
う
ぞ

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

お
問
い
合
わ
せ
　

　
農
林
水
産
課
オ
リ
ー
ブ
振
興
室

　
☎
０
８
２
３-

４
３-

１
６
４
３

　
メ
ー
ル　

olive@
city.etajim

a.lg.jp

マイ広報紙マイ広報紙でで広報えたじま広報えたじまが見れます！が見れます！
毎月発行の「広報えたじま」をデジタル版で見ることができます。
多言語翻訳や音声読み上げ機能があり、見やすくなっております！

左の QR コードを読み取るか、　　　　　　　　　　　　　　　で検索してください。マイ広報紙　江田島市

※音声読み上げ機能は令和７年５月号以降利用できます。

第2回えたじま未来の海づくり展～海ごみ妖怪がやってくる～を
ゆめタウン江田島店で開催しました。

　ビーチクリーンで回収したごみを使い、地元の園児や小学生が制
作した「海ごみ妖怪」の展示や漂着ごみ展示、企業・団体の取り組
み紹介を実施しました。最終日にはトークイベントが実施され、4日
間で延べ297名の来場がありました。
　参加していただいた方からは、「ビーチクリーンに参加したい」「環
境に配慮した生活を心がけたい」などの感想が寄せられました。

第２回えたじま未来の海づくり展
海ごみ妖怪がやってきた２

８㈰～ 11 ㈬

市スポーツセンター・能美中学校グラウンドにお
いて、「第５回ＥＩＦＡスポーツ交流会」が開催

されました。
　毎年外国人市民と日本人市民の交流事業として実施
しており、サッカーとバドミントンでともに汗を流す
貴重な機会となりました。
　特にサッカーでは、初心者や経験者も関係なく、と
きには熱くなるシーンもありましたが、笑顔で握手す
ることで交流を図ることができました。

第５回ＥＩＦＡスポーツ交流会
スポーツを通じた交流事業3

8 ㈮

広報えたじま　令和８年４月 1818広報えたじま　令和８年４月1919
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